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　　　　　　　　 各種イベントを開催 　　　　　　　　
地域に根ざした町内の企業が、町民とのふれあいを通じて交流の場を広げています。今年も町内で、子どもから
大人まで楽しめる企業主催のイベントが開催され、多くの人でにぎわいました。

ＳＣＫ熊本テックの「まうごつ祭」開催

　９月27日に開催されたソニーセミコンダクタマニュファ
クチャリング㈱熊本テックの「まうごつ祭」では、社員相
互の親睦を図る機会作りに加え、地域住民への感謝を込め
て、テック祭が開催されました。会場内には、社員が企画
したブースなどが用意されており、子どもから大人まで楽
しめる内容となっていました。参加した人は「企業の人と
一緒に楽しむことができて良かった」と、話していました。

　10月19日、富士フイルムマテリアルマニュファクチャリ
ング九州製造本部が設立20周年を迎え、記念式典が開催さ
れました。この式典には、富士フイルムホールディングスの
後藤社長も出席し、関係者と共にこの節目を祝いました。
　同社は、平成17年に「富士フイルム九州」の名称で町に
設立され、液晶パネルなどに不可欠なディスプレイ用材料を
製造し、世界的に高いシェアを誇る企業へと成長しています。
　また、令和６年１月からは、国内拠点として初めて「ＣＭＰ

（シーエムピー）スラリー」の生産を開始し、半導体製造分野
における重要な役割を果たしています。
　設立から20年を迎えた同社は、これまで地域経済に多大な貢献をしてきており、地元住民との信頼関係
を築きながら、地域とともに歩んできた歴史は、町の発展に欠かせない存在となっています。
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富士フイルム設立20周年記念式典

ＪＡＳＭスマイルデー開催

　10月25日に開催された「ＪＡＳＭスマイルデー」が、地
域住民や従業員の家族を対象に実施されました。当日は、
ＪＡＳＭが取り組む水と環境に関する展示ブースでは、地
下水保全や排水処理、交通渋滞対策といった地域の課題に
対する取り組みを来場者に分かりやすく展示していました。
ＪＡＳＭ社員から説明を受けた人は「ＪＡＳＭの取り組みを
知ることができて良かった」との感想がありました。

地下水涵養のため、田植えに参加したＪＡＳＭ社員

ＪＡＳＭより寄贈された横断旗
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Ａ
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Ａ
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Ｍ
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滞
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Ｓ
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開会式の前に鏡割りをする町長

記念撮影をする𠮷本町長と、後藤社長（写真中央）

協定書を持つ木村知事、ＪＡＳＭ堀田社長、
𠮷本町長（写真左から）
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ＪＡＳＭスマイルデ―の会場の様子


